










【汚濁負荷量削減効果】 

 文献における調査事例より、 
T-N：23％ 
と設定した。 
 COD、T-Pについては調査事例がなく、効果を見込むことが困難であった。 
 
【対策効果を排出負荷量原単位に反映する方法】 

 
対策後源単位＝畑原単位×（1-削減率） 
 
【汚濁負荷量削減効果の根拠】 

 文献によると、にんじん－ソルガム体系では、窒素溶脱量は施肥量削減に伴って減少し、1年

目で 23％、2年目で 60％、3年目で 70%程度減少する。 

 

 ここでは、1年目の効果である 23%を、削減効果として設定した。 
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